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　丹生高校の福井型中高一貫教育は、平成20年度に連携クラス第1期生を迎えてから、今年で12
年目を迎えました。ここでは、来るべき「society 5.0※」と呼ばれる新しい社会に向けて、地域
の学校として丹生高校が子どもたちをどう送り出していくのか、今後の教育活動についてお伝えし
ます。

高校での学習に無理なく移行できるように理解度に合わ
せて進みます。また、3学期には発展的な内容に取り組
むことで、大学受験への対応を早めます。

高校受験に時間を割くことがない分、自分の将来にしっかり向き合
うことができます。また、異文化に触れる機会を持つことができます。
令和2年度の2年連携クラスからは、海外研修を予定しています。

■ 授業公開を行います
11月19日（火）～22日（金）に授業公開および研究授業
週間です。
詳細は丹生高校のホームページをご覧ください。

■ 中高一貫説明会を行います
町内の中学校で、中学2年生保護者対象の説明会を実施
します。詳しくは各中学校にお問い合わせください。

■ 同窓会総会を行います
11月16日（土）に本年度の同窓会総会を、越前町社会福
祉センター「朝寿殿」で行います。詳細は、同窓会会報ま
たは丹生高校のホームページをご確認ください。

中学校から「NYU探究」として始め、高校では、県外（海外）
にも学びのフィールドを求め、視野を広げるとともに、多
くの人との関わりを経て将来に役立つ経験を蓄積します。
（写真は、兵庫県村岡高校での探究研修）

※AI（人工知能）などの革新技術をあらゆる産業や社会に取り入れることにより実現する新たな未来
社会。一方で、既存の職業の約半分が、失われる可能性があるという予測もあります。

■ 丹生高校では令和元年度より、探究学習において、校外（県外や海外を含む）
で調査や研修を希望する意欲的な生徒に対し、派遣に伴う旅費などに対する
支援を行うこととなりました。

■ 「NYU 探究（1年生）」や「NYU 研究（2年生）」では、役場や社会福祉協議会、
地域コミュニティ、NPOのみなさんや、県内外の大学・関係機関の協力を
得て実施されています。
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丹生高校からのお知らせ

探究学習の充実

「高1クライシス」の防止

ICTを効果的に利用した主体的で
深い学びのための授業改善が行わ
れています。

課題設定から情報の収集、仮説の
検証など、多くの機会を通して、
対話力、思考力、表現力を育成し、
新しい大学入試にも対応します。

地域との関わりや自己有用感を
通して豊かな人間性を育みます。

自己実現

授業改善

生活指導・保健指導

学校行事
探究
学習

キャリア教育

部活
動 ボランティア・

国際交流など

深い学び 主体性

いろいろな取り組みを通
して、自己理解・自己管
理能力やキャリアプラン
ニング能力を育てます。

（写真は、外部講師による
生涯設計に関する授業）

夢をかなえるため、「主体性」、「思考力」などを、教科外の活動でも十分
に育成し、その力を生かして自己実現のための突破力を養います
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教育

授業改善

土曜講座で化学を学ぶ

中3での
大学訪問

モンテバロ高校
との交流

高校進学の際に起こりやすい「高1クライシス※」を防止します。
交流会を通して、先輩から、情報と安心感を得るとともに、3学期
には、中高の橋渡しとなる発展的な内容の授業を行うことで不適応
を防止します。
※求められる学習の進度や量、新しい学校生活に馴染めず不適応を起こす状況。

校門前に設置された山座同定盤
街並みや嶺北の山々を一望でき、生徒にとって郷土愛を育み、将来に思
いをはせることができる場所となりました。

リラックスした状態
でいろいろな安心材
料を聞くことができ
ます

中高連携クラス
交流会でお菓子
作り

探究学習

企画から運営にいたるまでの
過程で必要な対話力・調整力
を育てます。

学校行事

国際交流や異年齢交流に求められ
る寛容さは、将来、国籍や年齢な
どを超えて、いろいろな人達とと
もに働くには、必要となります。

国際交流

キャリア教育

ボランティア

丹生高生には、町による
就学支援があります。

■ 青雲特待生制度
　  （25人　8000円／月）

■バス通学費補助

幼いころから夢だった進路を実現し、
一生の友とも出会えた高校生活でした。
慣れ親しんだこの土地で、次世代を担
う生徒たちと関わることができる日々
は、充実感にあふれています。

宮﨑  優哉 教諭（連携一期生）

生徒が、主体的、自主的に運営したり、
計画的な休養や科学的な練習方法を取り
入れたりしています。

部活動

まちづくりのヒントを探し県外へ
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